
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大乗入道四行』としてよく知られるが、一方『無心論』は、今日の辞典などでさえ、項目としてあげられることが殆んどない。例えば、広辞苑、岩波仏教辞典第二版 禅の思想辞典、新・仏教辞典第三版、広説・ 語大辞典のいずれにもない。ただ、禅の思想辞典の「無心是仏」 項（小川隆（で、 ＂関連の議論がある＂との言及があるくらいである。
　
従って、 『二入四行論』と『無心論』の関連は必ずしも























































































































































出してみよ 迫る。慧可、困 答えに窮す。そこで、師匠の達磨は答える。心は無いでないか。無心でないか。心把握すべきものとして相貌（顔（はない、体として、実体として無いでないか。 （五求しても無 （
。
46
　
そこに働いているのが、 「
由ユ
為イ
無ム
の論理」とでも称すべ
きもので、 「無心哲学」と言ってよいであろう。　　　　
